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■ 基本構想 

 

(まちづくりのテーマ、めざす都市像、基本目標等は省略しています。) 
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54,990
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H27
10月末

(2015年)

H29
3月末

(2017年)

H31
3月末

(2019年)

R2

(2020年)

R7

(2025年)

R12

(2030年)

※H27は国勢調査、H29、H31は住民基本台帳

実績 社人研 目標

1 基本構想の目的 

2 将来目標人口 

国立社会保障・人口問題研究所が平成 30 年(2018 年)に公表した本市の推計人口は、平成

27 年(2015 年)の 59,064 人から、令和 2 年(2020 年)には 57,339 人、令和 12 年(2030 年)に

は 52,264 人になると推計されています。 

北広島市総合計画(第 5次)では、計画期間の最終年である令和 2年(2020 年)の目標人口を

60,000 人と定め、子育て環境の充実や住環境の整備、雇用や新規ビジネスの創出、まちの魅

力発信、市街化区域内の低・未利用地の活用などの定住施策に取り組んできたこともあり、

人口は減少傾向にあるものの、同研究所の令和 2 年(2020 年)の推計を上回ると予測されま

す。 

本計画最終年度の令和 12 年(2030 年)の目標人口については、第 5次に引き続き 60,000 人

と設定し、ボールパーク開業に伴う様々な波及効果や定住促進に向けた取組を一層充実させ

ることなどにより、魅力あるまちづくりを進めていきます。 

この基本構想は、本市がめざすまちづくりの基本的方向を明らかにし、総合的で計画的な

行政運営を進めていくための指針であるとともに、市民と行政がまちづくりの方向、将来像

などを共有し、市全体として取り組んでいくことを目的としています。 
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3 
ボールパーク構想と連携した新たな価値の創造 

～北で広がる夢がある～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

プロ野球「北海道日本ハムファイターズ」が、令和 5年(2023 年)の開業に向け、きたひろ

しま総合運動公園予定地において、新球場(ボールパーク)の建設を進めています。このボー

ルパークは、プロスポーツの試合観戦という役割だけではなく、多くの人々がこのまちに集

い、交流を育むとともに、今後のまちづくりにおいて重要な役割を担うこととなる場所でも

あります。 

本市は、札幌市と新千歳空港の中間に位置し、大都市へのアクセスの良さを持ちながら、

豊かな緑の環境を保持しており、自然と利便性の高い都市機能が調和する魅力的な住環境を

有する一方で、急速な少子高齢化の進行、地域活力の低下などの課題が生じています。 

  官民連携プロジェクトによるボールパーク構想では、子どもたちが夢や希望を抱き、市民

がアイデンティティを高めるとともに、将来のまちを支える担い手の確保や企業立地、新産

業の集積などを促進することを通じ、市民生活、経済、産業、雇用、観光、教育、文化、ス

ポーツ、食、健康、医療、福祉、防災、交通など様々な分野に波及効果を生み出すものと考

えられます。 

 本市では、持続的なまちづくりと地域課題の解決に向けて、ボールパーク構想と連携した

取組を推進していきます。 
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本市の持つ地理的、経済的条件などを踏まえ、活力ある産業の振興や魅力的で快適な生活環境

の向上を図ります。また、人口減少や少子高齢化の進展などに対し、持続可能な都市経営や自然

環境の保全の観点から、既存の都市基盤を有効活用した集約型の都市構造への誘導を図るととも

に、都市の質的な向上・再生や防災機能の強化などを進めます。 

コンパクトなまちづくりを基調とするため、既成の市街化区域を基本とした市街地の形成を図り

ます。しかしながら、大きな社会情勢の変化等が生じた場合には、既成市街地との一体性や周辺環

境との調和、適正な規模など慎重な判断の下で、土地利用について検討します。 

市街化調整区域では、無秩序な都市的土地利用は認めないこととし、農地や森林などの保全に努

めるほか、地域が有する自然や歴史、文化などの固有の魅力や価値を生かした土地利用を図ります。 

自然と共生したまちづくりを進めるため、都市機能の集約する市街地と森林・農業地域とがバラ

ンスを保つよう、計画的な土地利用の誘導を図ります。 

 

5 地区のまちづくり 
 
本市は、国道 36 号や国道 274 号、道道江別恵庭線や羊ヶ丘通等の広域幹線道路、道央自動車道、

ＪＲ千歳線の沿線など交通の利便性が高い地域に位置しており、丘陵地帯に広がる野幌原始林など

の森林を取り囲む形で市街地が形成されています。これらの市街地を中心とした生活圏を形成する

5 つの地区(東部地区、西部地区、大曲地区、西の里地区、北広島団地地区)について、それぞれが

持つ特性や機能性を考慮しながら計画的なまちづくりを進めていくために、各地区のまちづくりの

基本的方向を示します。 

 

4 土地利用 
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 (1) 東部地区                             

 

地区の特性(現況と課題)                             

 

■多くの人々が交流する広域交流拠点の整備 

東部地区は、明治 17 年(1884 年)の広島県人の集団入植によって開拓が始まった本市発祥の地

であり、昭和初期には、現在の道道江別恵庭線の沿道に集落が形成されていました。また、ＪＲ

千歳線や道道江別恵庭線が整備され、市役所などの公共施設、商業施設や業務施設、高校や大学、

芸術文化ホールなどの文教施設、さらには北広島レクリエーションの森などが集積し、多世代の

住民が集う地区となっています。今後は、ボールパークの建設により地区内外の人々の多様な交

流が活発に行われるよう機能の充実が必要となっています。 

 

 

■環境を守る森林や農地の保全・有効活用 

市街地の近くには、国有林をはじめとする豊かな森林が広がっており、自然景観や眺望に恵ま

れた場所に宿泊施設や温泉施設が立地しているほか、市街地内には輪厚川が流れており、親水空

間化されています。稲作、野菜生産、酪農・畜産が行われている農地や森林、河川の適正な保全

と有効な活用を図り、地区をとりまく豊かな環境を守る必要があります。 

 

 

■水害対策の推進 

昭和 25 年(1950 年)の豪雨により輪厚川、昭和 56 年(1981 年)の豪雨により島松川が決壊し、

地区内の東側にある低地帯は大水害に遭い、住民や生活基盤に大きな被害をもたらしました。こ

の後、島松川や輪厚川などの河川改修事業を継続的に実施してきました。また、千歳川流域は千

歳川放水路の整備に替わる計画として、千歳川河川整備計画に基づいて、北広島市東の里地区遊

水地の整備のほか、千歳川などの改修が進められています。水害を未然に防ぐため、森林のもつ

保水機能を重視した治山対策とともに、自然環境に配慮した治水対策を進める必要があります。 

 

 

■ボールパークによる新たなまちづくり 

平成 30 年(2018 年)10 月 31 日に、きたひろしま総合運動公園予定地にボールパークの建設が

正式に決定しました。令和 5 年(2023 年)にボールパークの開業が予定されていることから、交

通機能の強化や住環境の保全を図り、自然との調和による魅力あるまちを形成する必要がありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 



5 

 

(1) 東部地区                                        

 

 

地区の基本的方向                                   

 

① 公共施設、商業施設、文教施設などの活用により、広域的な交流と世代間の交流によるにぎ

わいが創出され、市の中心的な役割を担う地域にふさわしい魅力と機能性を有する地区をつく

ります。 

 

 

② 国道 274 号、道道江別恵庭線、道道栗山北広島線などの幹線道路やＪＲ駅の利便性を生かし

た産業機能の集積を図るとともに、良好な景観が保たれた活力みなぎる地区をつくります。 

 

 

③ 地区内外の移動に係る利便性向上や交流の活性化を図り、地区内での快適な生活を確保する

とともに、他地区や近隣市との往来がしやすく、交通環境が充実した地区をつくります。 

 

 

④ 季節感を演出する広大な森林などの自然環境や地区の東側に集積する農地を保全し、これら

の地域資源を生かしたレクリエーション空間の創出などにより、生活の身近なところで緑にふ

れられる地区をつくります。 

 

 

⑤ 森林や河川の整備などによる治山・治水対策により、災害に強く、安全に安心して暮らせる

地区をつくります。 

 

 

⑥ ＪＲ北広島駅周辺とＪＲ新駅を含めたボールパーク周辺の連担性を持ったまちづくりを推進

するとともに、生活利便性が高く、良好な住環境とにぎわいが調和した地区をつくります。 
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(2) 西部地区                             

 

地区の特性(現況と課題)                                  

 

■貴重な文化財である旧島松駅逓所周辺の整備 

西部地区は、明治初期からの開拓の歴史をもつ地区であり、旧島松駅逓所、クラーク記念碑、

寒地稲作発祥の地の碑など北海道の開拓史上、重要な史跡が保存されています。特に旧島松駅逓

所は、道内に残る最古の駅逓所として昭和 59 年(1984 年)に国指定史跡となっています。これら

の貴重な歴史・文化財を守り、継承するとともに、より多くの人の目にふれることができるよう

に周辺環境の整備が必要となっています。 

 

 

■道路や公園などの都市基盤施設の整備促進 

明治 6年(1873 年)に開通した札幌本道(現在の国道 36 号)の沿道に集落が形成されました。ま

た、民間の宅地開発などにより住宅地の整備が進み、人口が急増しました。人口の増加に対応し、

道路、公園、下水道などの都市基盤施設の整備を進めてきました。 

今後は、他の地区との連携を図るため、幹線道路の機能強化とともに、羊ヶ丘通の恵庭市への

延伸に向けた検討も必要となっています。 

 

 

■産業の活性化を図る新たな土地利用の検討 

地区を南北に道央自動車道、国道 36号が通っており、羊ヶ丘通においては、国道 36号まで整

備されています。広域幹線道路の国道 36 号や羊ヶ丘通沿道は、交通の利便性を生かした土地利

用の検討が必要となっています。 

また、輪厚パーキングエリア周辺は、スマートＩＣ機能を生かした土地利用の検討を進める必

要があります。 

 

 

■小中学校周辺におけるコミュニティ地区の形成 

西部小学校の移転、西部プールの建設による公共施設の整備により、拠点としての重要度が高

まったことから、今後は、地区のコミュニティ中心地としての機能の充実を図る必要があります。 

 

 

■豊かな自然環境による、スポーツ・レクリエーション施設の充実 

西部地区は、島松に入植した中山久蔵が初めて寒冷地でも育つ稲作に成功し、種もみを全道に

広めた寒地稲作発祥の地です。近年では、畑作と酪農地帯としての役割を担っているほか、豊か

な自然にいだかれた地区として、スキー場、ゴルフ場、キャンプ場などのスポーツ・レジャー施

設があり、多くの人が訪れています。今後は、豊かな自然とこれらの施設を地域の資源として活

用した交流空間の創出が必要となっています。 
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(2) 西部地区                                        

 

 

地区の基本的方向                             

 

① 国指定史跡旧島松駅逓所とその周辺地域の一体的な有効活用により、貴重な文化財を守ると

ともに、歴史を後世に継承し、人が学び憩える魅力ある交流空間が形成された地区をつくりま

す。 

 

 

② 国道 36 号や道央自動車道などが通っている交通の要衝としての機能を生かした産業機能の

集積を図るとともに、良好な景観が保たれた活力みなぎる地区をつくります。 

 

 

③ 通勤、通学、買い物など日常的な移動が円滑にできる公共交通や道路などのネットワークの

形成を推進し、地区内で快適な生活を確保するとともに、他地区や近隣市との往来がしやすい

交通環境が充実した地区をつくります。 

 

 

④ 輪厚パーキングエリア周辺などの有効な土地利用の検討を含め、住民の生活利便性の向上等

に向けた都市機能・交流機能の充実を図り、地区がにぎわい、地域コミュニティが活発な地区

をつくります。 

 

 

⑤ 豊かで広大な自然を生かしたスポーツ・レクリエーション施設、史跡等の活用やグリーンツ

ーリズムによる交流空間を形成し、市内外から多くの人が訪れ、にぎわいと活気がある地区を

つくります。 

 

 

⑥ 森林や河川の整備などによる治山・治水対策により、災害に強い地域を形成するとともに、

安心して暮らせる地区をつくります。 
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(3) 大曲地区                             

 

地区の特性(現況と課題)                                   

 

■周囲の自然と調和した良好な住環境の形成 

明治 6 年(1873 年)に札幌本道(現在の国道 36 号)が開通し、国道 36 号と道道栗山北広島線の

交差点付近に集落が形成されました。昭和 40 年(1965 年)代から民間の宅地開発などによる住宅

地の整備とともに、人口が急増し、古くからの住宅地と新しい住宅地が混在しています。市街地

周辺の樹林地などの良好な自然環境を保全しながら、道路や公園などの都市基盤の充実を図る必

要があります。また、大型商業施設周辺において交通渋滞が発生しており、住環境の保全や渋滞

解消に向けた道路機能の強化が必要となっています。 

 

 

■産業機能を高める工業団地の充実 

地区内を南北に道央自動車道、国道 36 号、羊ヶ丘通など広域幹線道路が通り、札幌市や新千

歳空港などを結ぶ交通の要衝となっています。昭和 39 年(1964 年)に企業立地が始まった大曲工

業団地は、恵まれた立地条件を生かし、現在、多くの企業が立地操業しています。今後も企業と

の連携を図り、産業機能を高めていくことが求められています。 

 

 

■大曲会館とふれあい学習センターなどを結ぶ交流空間の形成 

国道 36 号の付近に大曲会館や市役所大曲出張所があり、地区の中心として機能していますが、

今後は、これらとふれあい学習センターを結ぶ、道道栗山北広島線沿道の商店街も含め、地区の

人と情報が集まる交流空間の形成が必要となっています。 

 

 

■災害に強いまちづくり 

平成 30 年(2018 年)9 月 6 日に発生した北海道胆振東部地震により、昭和 40 年(1965 年)代に

民間事業者の宅地開発によって住宅地が形成された大曲並木地区の盛土によるのり面や擁壁が

崩壊・崩落し、家屋が全壊・大規模半壊などの被害を受けました。地域の方々が安全・安心に暮

らせるよう、早期復旧に取り組むとともに、地区コミュニティの再構築を図り、災害に強いまち

づくりを推進する必要があります。 
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(3) 大曲地区                                        

 

 

地区の基本的方向                              

 

① 市街地周辺の自然を保全しながら住環境と都市基盤の充実を図るとともに、地区内を結ぶ交

流空間が形成された地区をつくります。 

 

 

② 地区内外の移動に係る利便性向上や交流の活性化を図り、地区内での快適な生活を確保する

とともに、他地区や近隣市との往来がしやすく、交通環境が充実した地区をつくります。 

 

 

③ 大型商業施設周辺の交通の円滑化を促進し、国道 36 号や道央自動車道などが通っている交通

の要衝としての機能を生かした産業機能の集積を図るとともに、良好な景観が保たれた活力み

なぎる地区をつくります。 

 

 

④ 大型商業施設やグリーンツーリズムを生かした交流空間を形成し、市内外から多くの人が訪

れ、にぎわいと活気がある地区をつくります。 

 

 

⑤ 北海道胆振東部地震による被災地・被災者の早期復旧・復興に取り組むとともに、災害時や

平常時の各種活動拠点としての防災施設を整備し、災害に強く安全に安心してに暮らせる地区

をつくります。 

 

 

⑥ ボールパークにより増加する交通需要に関し、幹線道路である道道栗山北広島線や市道大曲

通線などの道路交通機能を強化し、交通の円滑化を促進するとともに、良好な住環境とにぎわ

いが調和した地区をつくります。 
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(4) 西の里地区                             

 

地区の特性(現況と課題)                                  

 

■西の里公民館周辺の地区中心地の充実 

西の里地区は、明治 28年(1895 年)頃からの入植により、集落が形成されていましたが、昭和

45 年(1970 年)からの西の里団地の造成を契機に計画的な住宅地が形成されてきました。その後、

土地区画整理事業による新しい住宅地の形成及び西の里南地区の市街化区域編入などが行われ、

都市基盤施設の整備を計画的に進めてきました。今後は、西の里出張所や西の里公民館・福祉施

設などの公共公益施設、国道 274 号沿いの商業・業務施設を核としながら、生活の利便性を高め

る各種施設の充実、集積を図るなど、暮らしやすさを高める地区の中心地を形成し、充実を図る

必要があります。 

 

 

■貴重な野幌原始林などの自然環境と調和した住環境の形成 

地区の東側から南側へは、江別市から連なる天然記念物である野幌原始林の一部である国有林

が広がるなど、豊かな自然に囲まれた地区となっています。また、市街地内においては、西の里

公園や虹ヶ丘公園など緑豊かな公園が整備されています。住宅地においても、木々を育て、花を

増やすなど、自然環境と調和できる住環境の形成を進める必要があります。 

 

 

■地区内を安全に移動できる歩行者・自転車の快適性や公共交通の利便性の向上 

西の里小学校や西の里中学校は、住宅地から離れており、また、ＪＲ上野幌駅は隣接する札幌

市内にあることから、通勤・通学時には比較的長い距離の移動が必要となっています。自家用車

以外でも安全で快適に移動ができる地区を形成するため、歩行者や自転車の安全性と快適性を高

め、公共交通の利便性を高める必要があります。 

 

 

■ＪＲ上野幌駅周辺の土地利用 

ＪＲ上野幌駅周辺については、住宅地が造成され利用者も 1日 5,000 人を超えており、駅舎

のバリアフリー化が重要な課題となっていることから、今後も関係機関と協議を進め、駅周辺の

土地利用を含めた利便性の向上を図る必要があります。 
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(4) 西の里地区                                      

 

 

地区の基本的方向                             

 

① 医療施設や福祉施設が集積しているノーマライゼーションの地区として、ともに支えあい、

人にやさしい地区をつくります。 

 

 

② 地区住民のコミュニティの中心となる生活拠点の形成と、国道 274 号や厚別東通沿道の地域

への商業・業務施設の集積を図るとともに、良好な景観が保たれた地区をつくります。 

 

 

③ 豊かな緑と調和した住環境の形成を図るとともに、子どもが遊び、高齢者や障がい者が憩い

交流できる地区をつくります。 

 

 

④ 通勤、通学、買い物など日常的な移動が円滑にできる公共交通や道路などのネットワークの

形成を推進し、地区内で快適な生活を確保するとともに、他地区や近隣市との往来がしやすい

交通環境が充実した地区をつくります。 

 

 

⑤ ＪＲ上野幌駅が立地する利便性を生かした駅周辺の土地利用の検討を含め、住民が安全に安

心してＪＲ上野幌駅を利用できる生活利便性の高い地区をつくります。 

 

 

⑥ ボールパークにより増加する交通需要に関し、国道 274 号の道路交通機能を強化し、交通の

円滑化を促進するとともに、良好な住環境とにぎわいが調和した地区をつくります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



12 

 

(5) 北広島団地地区(愛称：さんぽまち)                            

 

地区の特性(現況と課題)                                  

 

■ＪＲ北広島駅周辺の整備 

北広島団地地区は、道営の住宅団地として昭和 45 年(1970 年)から着工されており、隣接する

東部地区と合わせて本市の商業、交通、文化などの中心地として発展してきました。ＪＲ北広島

駅東西を連絡するエルフィンパークの整備など“北広島の顔づくり”が進められてきました。今

後は、ボールパークの建設により、ＪＲ北広島駅周辺における都市機能の充実が一層必要となっ

ています。 

 

 

■子どもから高齢者まで年齢構成のバランスがとれた地区の形成 

北広島団地地区は、昭和 45 年(1970 年)から昭和 52 年(1977 年)に造成された戸建住宅を中心

とした住宅団地です。造成開始から 50 年が経過し、緑が豊かで落ちつきのある住宅地へと成熟

してきた一方で、居住者の年齢構成が著しく偏っていることから少子高齢化が進行しています。

地区住民が誇りに感じている緑豊かな住環境と、暮らしやすさのひとつである住民主体のコミュ

ニティを維持するため、子育て世代の定住を促進し、年齢構成のバランスがとれた地区の形成を

図る必要があります。 

 

 

■買い物環境を含めた地域コミュニティの充実 

北広島団地地区ではこれまで、ＪＲ北広島駅周辺の中心商業地と地区内の地域商業地により地

区住民の商業需要に対応してきましたが、自動車利用の増大、商業の業態の多様化、消費者ニー

ズの多様化・高度化などを背景として地区内の商業施設は衰退しています。このような状況の下、

高齢化の進行とともに買い物環境の改善が求められていることから、地域コミュニティと一体と

なった環境整備が必要となっています。 

 

 

■自然環境に恵まれた、だれもが楽しめる公園施設などの再整備 

地区内にある、総合公園 1箇所、近隣公園 3箇所、歩行者・自転車道路(トリムコース等)が計

画的に維持管理されていますが、高齢化の進行や生活の多様化などを背景として公園などレクリ

エーション空間に対する住民ニーズの変化に対応するため、利用者の意向を反映させながら誰も

が利用しやすく、かつ安全性と防犯性を向上させた公園施設の再整備が必要です。 
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(5) 北広島団地地区(愛称：さんぽまち)                               

 

 

地区の基本的方向                              

 

① 地区内の各種公園や自転車歩行者専用道路などの特徴的な都市機能を生かし、多世代の住民

が歩きやすく、地区の愛称「さんぽまち」にふさわしい、緑豊かで季節感を感じられる良好な

景観が保たれた地区をつくります。 

 

 

② ＪＲ北広島駅西口周辺の価値と魅力を高めるため、都市機能の再整備を進め、ボールパーク

への来場者の円滑な移動を促進するとともに、地域住民等が集える交流空間が形成された地区

をつくります。 

 

 

③ 地区内の地域コミュニティ施設などを住民の交流拠点として充実させ、子どもから高齢者ま

で、世代を超えた交流ができる地区をつくります。 

 

 

④ 通勤、通学、買い物など日常的な移動が円滑にできる公共交通や道路などのネットワークの

形成を推進し、地区内で快適な生活を確保するとともに、他地区や近隣市との往来がしやすい

交通環境が充実した地区をつくります。 

 

 

⑤ 土地利用の見直しや不動産の流動化の促進などにより、子育て世代の定住を促進し、都市機

能や地域コミュニティの維持・向上を図り、多世代が集い暮らしやすい地区をつくります。 

 

 

⑥ ボールパークにより増加する交通需要に関し、交通の円滑化を促進するとともに、良好な住

環境とにぎわいが調和した地区をつくります。 
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■ 基本計画 
 

重点プロジェクト  
「まちづくりのテーマ」と「めざす都市像」を実現するため、市は、基本計画の分野別計画(第 1章

～第 6 章)に掲げる施策を推進していきますが、その中でも特に重点的に取り組むべき施策につい

て「重点プロジェクト」を設定します。 

 重点プロジェクトは、分野の異なる施策や事業を一体的に展開することで、分野を横断した総合

的な成果を上げることをめざしており、分野別計画に掲げる全施策の先導的な役割を果たすもので

す。 

 次の重点プロジェクトの推進により、関係人口・交流人口・定住人口の増加やにぎわい向上を図

り、そこから波及する様々な効果を発揮させることにより、持続可能な都市経営を推進していきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果指標 現状値 目標値 
人口(住民基本台帳) 58,265 人 

(令和元年 12 月末) 
60,000 人 

(令和 13 年 3 月末) 
「北広島市での住みよさ」の「住みよ
い」と「どちらかと言えば住みよい」の
割合 (市民意識調査) 

75.4％ 
(平成 30 年度) 

上昇 

 

 

①良好な居住環境の確保 
・空き地・空き家等の流動化促進 
・住み替え等の支援 
・既存市街地内での高度 
利用等の土地利用の 
見直し 

②子育て支援の充実 
・子育て支援施設の整備 
促進と保育の受入確保 
・産科等の誘致 
・包括的な子育て支援 

⑨健康増進・活力向上 
・健康づくりの支援 
・スポーツを通した交流の推進 

 

③学校教育の充実 
・小中一貫教育の推進 
・コミュニティ・スクール 
の推進 

 ・外国語教育の推進 
・良好な教育環境や適正な集団 
規模の中での学校教育の推進 

⑤都市機能の整備 
・地区の特性に応じた 
 市街地形成と都市機能 
 の適正配置 
・ＪＲ北広島駅周辺と 
ボールパークＪＲ新駅 
周辺との連担性を持った 
まちづくりの推進 

 ・魅力ある公園づくり 

⑦観光の振興 
・地域資源を活用した各種 
ツーリズム等の推進 
・健康や教育分野など、本市 
の特徴となる観光振興の展開 
・近隣市町村等と連携した 
効果的なプロモーションの展開 

 

⑩地域コミュニティの推進 
・自治会・町内会等の支援 
・学びを通したコミュニティ 
づくりの推進 

  

人口増加プロジェクト 

波及効果 

・買い物環境の充実 
・良好な景観や環境の保全 
・災害時の支援体制づくり 
 

⑧文化財の保存・活用と 
芸術文化の振興 

・国指定史跡旧島松駅逓所の 
大規模改修とその周辺地域の 
一体的な整備 

 ・芸術文化を通した交流の推進 

・インフラの維持・向上 
・芸術文化活動や読書活動の活発化 
・税収の確保等 

⑥公共交通の充実 
・利便性の高い持続 
可能な公共交通網 
の構築 

④就業場所の確保等 
・就業場所の確保 

 ・就業機会の拡大 
・新たな産業集積の推進 

 

・就業場所と就労人材の確保 
・地域福祉の充実 
・高齢者の社会参加促進、 
健康寿命の延伸 

 


